
当中間期の概要

売上高は、円高の影響により2,710

億円、前年同期比3.3％減収となりま

したが、経常利益は101億円、前年

同期比2億円増となりました。中間純

利益につきましては、退職給付会計導

入時価会計対応の影響があり7億円

で、前年同期比35億円の減益となり

ました。

これを事業別に見ますと、感光材料

関連事業では、米国子会社は、堅調に

黒字を計上しております。一方で国内

子会社では、経営体質の強化をベー

スとして経営の合理化、採算性の改善

を最重要課題として取り組み、採算性

億円、2.6％の減収となり、営業利益

は130億円で、前年同期比11億円、

7.8％減となりました。

また、課題でありました、連結ベー

スでのキャッシュフロー改善について

も当中間期も引き続き改善し、

243億円のフリーキャッシュフロー

を創出いたしました。この結果、有利

子負債も前期末より151億円減少し

1,972億円となり、2001年3月期

の目標であった2,000億円をクリア

しました。

以上により、総資産は5,324億円

と前期比173億円減少し、株主資本

比率は、29.0％となりました。

を向上させております。この結果、感

光材料関連事業の売上高は1,538

億円で、前年同期比3.3％の減収と

なりましたが、新規事業の順調な立ち

上げにより、営業利益は101億円で

前年同期比13億円、15.6％増とな

りました。

情報機器関連事業は、国内はデジ

タル複写機の好調により数量、金額と

もに好調に伸びました。一方、海外で

は、デジタル機の数量は増えたもの

の、円高の影響により、売上高は減少

いたしました。

この結果、情報機器関連事業の売

上高は1,191億円で前年同期比32
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年度 0099989796年度 0099989796年度0099989796

連 結 決 算

売上高 (単位：百万円) 経常利益 (単位：百万円) 当期及び中間純利益 (単位：百万円)

＊96年度から98年度は年間、99年度は年間（左）と中間期（右）、2000年度は中間期の数字です。
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中間連結貸借対照表

（単位：百万円） （単位：百万円）

（平成１２年９月３０日現在）

中間連結損益計算書
（平成１２年４月１日から平成１２年９月３０日まで）

摘　　　　　要 金　額

営 　 業 　 収 　 益

売 　 上 　 高 ２７１,０８６

営 　 業 　 費 　 用

売 　 上 　 原 　 価 １５６,０１４

販売費及び一般管理費 ９６,６２３

営 　 業 　 利 　 益 １８,４４８

営 業 外 収 益

受取利息及び配当金 ５１３

その他の営業外収益 ３,２２１

営 業 外 費 用

支払利息及び割引料 ４,９３５

その他の営業外費用 ７,０８２

経 　 常 　 利 　 益 １０,１６５

特 　 別 　 利 　 益 １７,３４１

特 　 別 　 損 　 失 ２５,４２０

税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益 ２,０８７

法人税、住民税及び事業税 ２,８８６

法　人　税　等　調　整　額 △１,５０１

少 　 数 　 株 　 主 　 損 　 益 ２

中 　 間 　 純 　 利 　 益 ６９９

経
　
常
　
損
　
益
　
の
　
部

営

業

損

益

の

部

営
業
外
損
益
の
部

負　債　の　部

流 動 負 債 ２７３,１０５

支払手形及び買掛金 ８９,３１８

短期借入金 １０８,８０１

そ の 他 ７４,９８５

固 定 負 債 １０４,７５０

負債の部合計 ３７７,８５６

少数株主持分 ３９

資　本　の　部

資　本　金 ３７,５１９

資本準備金 ７９,３４２

連結剰余金 ４４,８４３

その他有価証券評価差額金 １,８９１

為替換算調整勘定 △９,０６２

自 己 株 式 △３

資本の部合計 １５４,５３２

負債・少数株主持分

及び資本の部合計
５３２,４２８

資　産　の　部

流 動 資 産 ３３４,４０７

現金及び預金 ６２,５３８

受取手形及び売掛金 １３９,１５３

有 価 証 券 ２２１

たな卸資産 １０８,７７６

繰延税金資産 １１,３９５

そ の 他 １２,３２１

固 定 資 産 １９８,０２１

有形固定資産 １３８,８３５

無形固定資産 ８,２６９

投資その他の資産 ５０,９１６

資産の部合計 ５３２,４２８

益
の
部

特
別
損
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連結キャッシュフロー計算書 連結セグメント情報
（平成１２年４月１日から平成１２年９月３０日まで） （平成１２年４月１日から平成１２年９月３０日まで）

売 上 高 営業利益

感 光 材 料 関 連 事 業 １５３,８７０ １０,１７７

情 報 機 器 関 連 事 業 １１９,１７３ １３,０８７

消 去 又 は 全 社 �１,９５７ �４,８１６

合　　　　　　　　 計 ２７１,０８６ １８,４４８

1. 事業の種類別セグメント情報

売 上 高 営業利益

国 　 　 　 　 内 ２１７,９２９ １９,３４７

北 　 　 　 　 米 ６３,９５０ ２,８８０

欧 　 　 　 　 州 ３４,３５９ �５４１

ア ジ ア 他 ２３,４５８ ８５１

消 去 又 は 全 社 �６８,６１１ �４,０８９

合　　　　　　　　　　計 ２７１,０８６ １８,４４８

2. 所在地別セグメント情報

金　　額

北 　 　 　 　 米 ６８,９７７

欧 　 　 　 　 州 ３７,６２９

ア ジ ア 他 ３９,１８５

合　　　　 計 １４５,７９２

海 外 売 上 高 の 割 合 ５３.８％

3. 海外売上高

当　期

I 営業活動によるキャッシュフロー ２４,３４０

II 投資活動によるキャッシュフロー ２０

III 財務活動によるキャッシュフロー �１６,９６８

IV 現金及び現金同等物に係る換算差額 �２０５

V 現金及び現金同等物の増加額 ７,６１７

VI 現金及び現金同等物の期首残高 ５５,０２２

VII 現金及び現金同等物の期末残高 ６２,６３９

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）
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